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A① Ａ 59% B 41% C 4%

A② Ａ 63% B 31% C 6%

A③ Ａ 59% B 39% C 2%

A④ Ａ 59% B 41% C 0%

A⑤ Ａ 32% B 61% C 7%

A⑥ Ａ 51% B 44% C 5%

A⑦ Ａ 53% B 47% C 0%

A⑧ Ａ 72% B 28% C 0%

A⑨ Ａ 52% B 42% C 6%

A⑩ Ａ 26% B 63% C 11%

A⑪ Ａ 65% B 35% C 0%

A⑫ Ａ 55% B 43% C 2%

A⑬ Ａ 26% B 63% C 11%

A⑭ Ａ 12% B 59% C 29%

A⑮ Ａ 63% B 37% C 0%

A⑯ Ａ B C

A⑰ Ａ B C

A⑱ Ａ B C

A⑲ Ａ B C

就労支援は行っていない。

今年度は地域移行はできていない。今後は利用者ニーズを汲み取り体験していく。

家族参加の行事は現状行えていない。家族とは定期的に情報共有を行っている。

マニュアルは整っているが、服薬ミス等があった。定期的に感染症研修や個別指導を定期的に
行っている。

利用者の希望を聞き取り、外出支援を個別で行っている。今年度は、外出や外部の行事に参加
することができた。

成人部門のため行っていない。

利用者の体調変化に気付けるように日々観察して、バイタルチェックを行っている、また、必要
に応じ通院を行っている。

居室は特性に合わせ整備されているが、バリアフリー化されていなところもあり、今後整備が必要になる。

障害の特性に応じた適切な支援が行われるように会議等で話し合い、取り組んでいる。職員の
スキルアップが課題。

個別支援計画に沿って支援している。食事では、利用者が楽しむことのできるようにセレクトメ
ニュー等工夫をしている。

定期的に、言語療法や訪問マッサージを行っている。専門的な職員がいない為機能訓練等はで
きていない。

④個別支援計画にもとづく日中活動と利
用支援等を行っている。

（2）日常的な生活支援
①個別支援計画にもとづく日常的な生活
支援を行っている。

個別支援計画に沿って、利用者一人ひとりに合った活動を提供している。外部講師を施設に招
いて余暇活動の充実を図っている。

（3）生活環境
①利用者の快適性と安心・安全に配慮し
た生活環境が確保されている。

（4）機能訓練・生活訓
練

①利用者の心身の状況に応じた機能訓
練・生活訓練を行っている。

⑤利用者の障害の状況に応じた適切な支
援を行っている。

特性に考慮し、意思や希望に沿って支援している。意思の表出が難し方への対応が困難だっ
た。

虐待を未然に防ぐために虐待防止チェックリストを活用して、課題に対して改善、解決に取り組
んでいる。研修も実施している。

特性を十分に理解し、自立に向けた支援を行うが、職員の意識にばらつきがあり、差が出てし
まっている。

一人ひとりに配慮してコミュニケーションを図ったが、意思を汲み取ることが難しい場面が多かっ
た。引き続き様々な方法を理解して取り組みを進めていく。

相談しやすい環境と雰囲気作りに努めている。相談がある時には個別に対応している。

A-３　　発達支援 （1）発達支援
①子どもの障害の状況や発達過程等に応
じた発達支援を行っている。

(5)健康管理・医療的な
支援

①利用者の健康状態の把握と体調変化時
の迅速な対応等を適切に行っている。

②医療的な支援が適切な手順と安全管理
体制のもとに提供されている。

（6）社会参加、学習支
援

①利用者の希望と意向を尊重した社会参
加や学習のための支援を行っている。

（7）地域社会への移行
と地域生活の支援

①利用者の希望と意向を尊重した地域生活へ
の移行や地域生活のための支援を行ってい
る。

A-２　　生活支援

（1）支援の基本

①利用者の自律・自立生活のための支援
を行っている。

②利用者の心身の状況に応じたコミュニケー
ション手段の確保と必要な支援を行ってい
る。

③利用者の意思を尊重する支援としての
相談等を適切に行っている。

（8）家族等との連携・
交流と家族支援

A-４　就労支援 （2）就労支援

①利用者の働く力や可能性を尊重した就
労支援を行っている。

②利用者に応じて適切な仕事内容となる
ような取組と配慮を行っている。

③職場開拓と就職活動の支援、定着支援
等の取組や工夫を行っている。
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①利用者の家族等との連携・交流と家族
支援を行っている。

A-１　利用者の尊重と権
利擁護

(１）自己決定の尊重
①利用者の自己決定を尊重した個別支援
と取組を行っている。

（2）権利侵害の防止等
②利用者の権利侵害の防止に関する取組
が徹底されている。


